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研究成果の概要（和文）：奈良時代から現代までの日本の漢字（日本の筆写漢字に多大な影響を与えた唐から宋
時代の中国漢字も含む）について、公的性格・規範性の高い文献での用例整理と、私的性格の強い文献での用例整理に
基づき、歴史的変遷・共時的異化の二面からなる資料体を作成した。また、この資料体の作成により、漢字字体の基礎
概念を明確化し、字体編年基準の透明化を行い、その知見を『漢字字体史研究』（石塚晴通編、勉誠出版、2012年）と
して公刊した。

研究成果の概要（英文）：We construct the database about kanji glyphs collected from historical manuscripts
 and printed books. The database contains two type glyphs, one is the normative glyphs from the normative 
books in each time period and geographical regions, and the other is non-ormative glyphs from the praivate
 books. So we can comprehend the historical glyph change and geographical glyph difference in the East Asi
s. And we clarify the basic concept about kanji glyph.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
漢字の字体には規範がある。しかしながら、
漢字字体規範の通史は、未だに書かれていな
い。そもそも、字体規範を論ずるための字体
の基礎理論・基本用語すら、未だに国際的な
合意を見ない状況にある。この状況は、理
論・用語を適用するための具体的な資料体の
未整理に起因する面も大きい。 
近年、諸処の機関・研究グループで、漢字
字体の通史の記述に寄与できる資料体が作
成され、研究利用が可能となっている。「漢
字字体規範データベース（HNG）」もその一
つで、公的性格・規範性の高い文献から漢字
字体用例を収集し、規範的な字体資料の史的
通覧を実現している点に特色がある。 
また、現代日本の字体規範からの私的変
種・逸脱（いわゆる「異体字」として一括さ
れることもある）を含む資料体には、戸籍・
登記等の行政記録に用いられる「行政文字」
がある。私的変種・逸脱について字体変容の
過程や漢字字体史の中での位置付け等、学術
的な知見と基盤によって検討することは、ま
だ為されていない。このことも、漢字字体規
範の通史が未だ書かれていないことに起因
する。 
歴史的変遷・共時的異化の二面から漢字字
体の変容の原理を解明することが、資料体が
整いつつある現在において、文字研究の次の
課題である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、主として奈良時代から現代の日
本の漢字（日本の筆写漢字に多大な影響を与
えた唐～宋時代の中国漢字も含む）について、 
(1) 漢字字体の字体規範の史的通覧（公的性
格・規範性の高い文献での用例整理に基づ
く） 
(2) 規範的字体からの私的変種の類型化（主
に私的性格の強い文献での用例整理に基づ
く） 
すなわち、歴史的変遷・共時的異化の二面か
らなる資料体を作成し、これに基づいて、漢
字字体の基礎概念を明確化した上で、字体編
年規準の透明化(「勘と経験」に頼らない)を
行ない、漢字字体の規範と、その変容の原理
に初めて客観的な記述を与えることを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
（１）資料体の整備 
次の資料体の連携・統合作業を行ない、不足
分は、本研究により増補する。 
規範的字体の史的変遷(奈良～江戸時代初
期の日本)に関する「漢字字体規範データベ
ース(HNG)」 (本研究組織の前身により構築
済)、写本・版本等の漢字字体を対象。 
現代戸籍・登記などの行政記録中の「行政
漢字」資料体(経済産業省委託により研究代
表者等が構築済)、現代の漢字字体を対象。 
HNG と「行政漢字」の間をつなぐ日本語活

字資料(キリシタン版、古活字版、近代活字
見本帳等)を選抜し、本研究により増補。活
字印刷の漢字字体を対象。 
 
（２）字体編年の確認 
字体規範は文献の性格・書誌に強く依存する
ため、HNG 収録の日本古写本、中国古写本(敦
煌本)を中心に、字体編年を確認するための
原本調査を行なう。 
 
（３）字体基礎理論の国際化 
字体編年に関わる要素の抽出と類型化を行
なった結果を基に、漢字字体の基礎概念・基
本用語(日本語・英語)の諸案を検討し、字体
基礎理論を国際的に通用し得るものとする。 
 
４．研究成果 
（１）漢字字体規範データベースに収録され
ている（今後の収録を検討しているものも含
む）大英図書館蔵のスタイン・コレクション、
パリ国立図書館蔵のペリオ・コレクション、
京都国立博物館蔵の日本古写本について、字
体編年確認のための原本調査を行った。 
［平成 22 年度］ 
・S2071 切韻など（大英図書館蔵スタイン・
コレクション） 
・P2179 誠実論巻第八、P2195 妙法蓮華経巻
第六など（パリ国立図書館蔵ペリオ・コレク
ション） 
・守屋本妙法蓮華経巻第三、岩崎本日本書紀
巻第二十四など（京都国立博物館蔵日本古写
本） 
［平成 23 年度］ 
・P2548 論語、P3278 金剛般若経など（パリ
国立図書館蔵ペリオ・コレクション） 
・浄名玄論巻第四、五月一日経続高僧伝巻第
二十八など（京都国立博物館蔵日本古写本） 
［平成 24 年度］ 
・S2577 妙法蓮華経巻第八、S4553 大通方広
経など（大英図書館蔵スタイン・コレクショ
ン） 
・金剛頂経巻第三、法蔵和尚伝など（京都国
立博物館蔵日本古写本） 
［平成 25 年度］ 
・P2106 大智度論巻第八、P2117 大般涅槃経
巻第三十三、P2195 妙法蓮華経巻第六など（パ
リ国立図書館蔵ペリオ・コレクション） 
 
（２）漢字字体規範史において重要視されて
いる唐代石刻「開成石経」の原碑（西安碑林
博物館蔵）と原拓（京都大学人文科学研究所
蔵）の調査を行った。 
 
（３）それぞれの原本調査にあたっては、書
誌学、文献学、日本語学、韓国語学、言語学、
材料工学の専門家を交え、原本を前にして、
字体編年に関わる要素の抽出と類型化のた
めの基礎的な検討を行った。 
 
（４）漢字字体資料としての整備が手薄な日



本近世・中世について、寛永古活字本韻府群
玉、伏見版周易、駿河版群書治要など古活字
版を中心に、資料体増補のための撮影を行っ
た。 
 
（５）現代中国及び日本の漢字の共時的異化
を収録した「異体漢字対応テーブル」を作成
し、人間文化研究機構の研究資源共有化統合
検索システムに提供した。 
 
（６）以上の知見を国内外の学会で公表する
とともに、日本語学会 2011 年度春季大会に
おいてワークショップ「文字研究における画
像 デ ー タ ベ ー ス の 利 活 用 」、 2011 
International Conference on Japanese 
Language Educationにおいてワークショップ
「異文化コミュニケーションとしての漢
字・漢語・漢文」、漢字字体史研究国際シン
ポジウム「字体規範と異体の歴史」、The 5th 
International Conference on Computer 
Assisted Systems For Teaching & Learning 
Japanese において企画パネル「漢字と ICT の
活用」を企画・実施し、第 97 回情報処理学
会人文科学とコンピュータ研究会において
企画セッション「文字情報のデータベース化
と連携の可能性」を企画協力・実施した。 
 
（７）『漢字字体史研究』（石塚晴通編、勉誠
出版）、『敦煌学・日本学 続編』（石塚晴通
編、上海辞書出版社）を編集・刊行し、漢字
字体基礎理論の英語ハンドブックの編集準
備を行った。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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